
 

 

 

教育センターでは児童生徒の不登校等のお子さんの実態にあった居場所を提供しています！ 

 

 

 

 

≪集団生活への適応、社会的自立をめざした系統的、段階的な支援を行うためのサポートプログラム≫ 

 この子には、どんな居場所が一番良いのかな？  

 

家庭訪問相談      
●こんな児童生徒に・・・ 

 

 

来所相談・電話相談、医療相談   
●こんな児童生徒に・・・ 

 

 

 

教育支援センター「ライトポート」   
 

 

※小学生担当の指導員をすべてのライトポートに週４日間配置し中学生と別の教室で活動 

●こんな児童生徒に・・・ 

 

 

 

教育センター内 小学校グループ活動 
●こんな児童生徒に・・・ 

 

 

教育センター内 中学校グループ活動  
●こんな児童生徒に・・・ 

 
 

真砂中学校 教育相談指導教室     
（まさご夢スクール４階）＜教育支援課所管事業＞ 

●こんな児童生徒に・・・ 

 

学校支援・・・学校訪問相談、教職員研修 
・学校訪問し、児童生徒についてケース会議等を行います。また、充実した教職員研修を実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

千葉市教育センターが実施している教育相談事業 

不登校とひと口にいっても、一人一人の児童生徒の実態は様々です。学校に登校できないでいる 
一人一人の児童生徒の気持ちや思いなどを、学校と保護者、教育センターの三者で相談・検討しながら、
児童生徒の希望と実態にあった居場所の提供をしていきます。 
教育センターでは、系統的な支援・援助サービスを通して、児童生徒一人一人の『集団生活への適応や

社会的に自立すること』をサポートしていきます。 

・集団生活に戻りたい。でも今の学校・学級には戻りづらい。 

・少人数で、集団にとけ込める準備を始めたい。 

・集団生活への復帰のために、少しずつ少人数で学習やスポーツに取り組みたい。 

※週５日間（中学生）、週４日間（小学生）の参加を目標に通級。 

・集団生活に戻りたい。でも今の学校・学級には戻りづらい。 
・集団生活の中で、学習やスポーツに取り組みたい。 
※週３日（火・水・金）の活動に参加、残りの 2日は学校かＬＰへの参加ができます。 

・家の中に閉じこもりがち。 
・今は友達とも話したくない。 
・親にも自分のことを話したがらない。 

・学校生活に完全復帰をしたい。 

・時間割による教科授業や行事にも参加したい。 

＊「集団・社会生活への適応などをめざした系統的な支援・指導のめやす」は、児童生徒の状況を知り、 

どの相談事業等につなげればよいかを知るためのめやすです。 

お問い合わせ先：千葉市教育センター 保護者電話相談専用＝255-3702 

これからの自分 

新たな自分 

みつかるきっと 

さがせるきっと 

 

・集団生活に戻りたい。でも今の学校・学級には戻りづらい。 
・少人数で、集団にとけ込める準備を始めたい。 
※週２日（火・木）の活動に参加できます。 

そんな時は、これ、これ！ 

ＬＰ花見川（朝日ケ丘小学校内）、ＬＰ若葉（若松台小学校内）、ＬＰ中央（大森小学校内） 
ＬＰ美浜（真砂西小学校内）・ＬＰ緑（土気小学校内）・ＬＰ稲毛（千草台東小学校内）市内６カ所に設置 
 

個
別
で
の
支
援 

 

 

主な支援 

 
個人への 

支援 
 

支える 

活動内容 

一人でできる活動 

児童生徒の状態 

他人とうまく 
関われない 

担当者とならできる 
自分の気持ちを 

話せない 

＜支援の手だて＞ 

・身体状態の確認 
・部屋から外へ 
・相談員と会話できる 

ようにする 
・居場所づくり 
・自分の気持ちを 

話せるようにする 
 

 
家
庭
訪
問
・
来
所
相
談 

キーワード 

 

・なじませる 
・ゆっくり 
・のんびりと 
・あせらずに 

多
様
な
支
援 

 

主な支援 

自立への
支援 

 

学ばせる 

活動内容 

チャレンジする活動 

生徒の状態 

意欲的・積極的に活動 
自分の考えをもち 

行動できる 
学習への意欲から 
学びへの関心が高まる 

＜支援の手だて＞ 

・将来について 
考えられるようにする 

・ルールの中での 
学校生活 

 
●通常の学級と同じ学習
形態での取り組み 

 

真
砂
中
・
原
籍
校
・
進
学
先 

キーワード 

 

・自分のこれから 
・もう自分だって 
・ここだけじゃな
い 

 

・原因や理由がわからず学校を休みがちである。 
・いじめなどで自分の殻に閉じこもり、あまり話をしない。 
・今すぐ相談したい。 
・まずは、とりあえず話を聞いてほしい。 
・精神科の医師に相談したい方。 

集
団
で
の
支
援 

 

 

主な支援 

 
集団での 

支援 

 

つなげる 

活動内容 

集団でできる活動 

生徒の状態 

いろいろな活動に 
興味をもつ 

自分のすべきことが 
できる 

たくさんの仲間と 
活動できる 

＜支援の手だて＞ 

・仲間意識を高める 
・役割をはたす 
・自分を出せる場づくり 
・自分の長所・短所に 

気づくようにする 
 
●決められた時間に学習
する習慣をつける 

 

ラ
イ
ト
ポ
ー
ト 

中
学
校
グ
ル
ー
プ
活
動 

小
学
校
グ
ル
ー
プ
活
動 キーワード 

 

・みんなと一緒に 
・みんなの中で 
・仲間の気持ち 
 

少
人
数
で
の
支
援 

 

主な支援 

 
少人数の 

支援 

 

見守る 

活動内容 

気の合う人との活動 

児童生徒の状態 

会話は少ないが共に 
活動できる 

自分の好きな活動 
はできる 

少人数の仲間と 
言葉が交わせる 

＜支援の手だて＞ 

・生活習慣の指導 
・少人数での活動 
・指導員や仲間との 

会話を促す 
 
●学習、スポーツ活動の
試み 

 

キーワード 

 

・とけこめる 
・来てうれしい 
・さそってみる 

※「保護者の交流会」…教育センターにて毎月１回程度開催 


